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五城目高校のわだいを定期的にお届けします!
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～感謝の思いを胸に～

卒業を迎えて

校舎の背後にそびえる、町のシンボル「森山」

卒業にあたり高校生活を振り返る
と、一番に思い出されるのは部活動
の思い出です。私は高校の３年間バ
ドミントン部に所属し日々の練習を
頑張ってきました。２年次に新体制
になると主将を務め、引退までチー
ムを引っ張ることができました。
この３年間の部活動は実に多くの
人々に支えてもらい、とても感謝し
ています。顧問の先生方やコーチの
方々、チームメイトのみんな、そし
て家族。最後までバドミントンがで
きたのは、家族のおかげです。これ

までずっと支えてくれた家族には本
当に頭が上がりません。高校卒業後
は、こうした感謝の気持ちを胸に自
分の人生を実りあるものにするよう
に頑張っていきたいと思います。
私は、地元五城目町の森林資源の
豊かさや林業の後継者不足などに着
目し、林業に興味を持つようになり、
林業技術者を養成する学校への進学
が決まっています。自分を育んでく
れた地元のご恩にも報いたいと思い
ます。
	 （３年　石井幸一郎）

1日㈬　卒業証書授与式  
3日㈮　学年末考査（～10日㈮）
7日㈫　学力検査実施日　　

20日㈪　修了式　　　
27日㈪　離任式　
28日㈫　新入生オリエンテーション

３月の主な行事予定

教育留学に感謝
伊藤　和幸さん（茨城県在住　42歳・町村出身）

私は中学卒業まで五城目町で
過ごしました。現在は仕事もあ
り、茨城県で暮らしています。
そんなある日、ふと目にした五
城目町の教育留学。ぜひ息子に
体験させたいと思い、すぐに申
し込みました。
ふるさとを離れ20年、息子

は父の故郷が秋田県の五城目町
と知ってはおりますが、お盆や
お正月に数日滞在する程度で
す。確かに理解はしております
が、親としては、もっともっと
知ってもらう機会があればと
思っておりました。父が生まれ
育った大地の緑、山河の奏でる
音色、純白の雪景色と白い吐息、

そこに暮らす人々の気持ちや想
い、自分が育った環境―。そう、
自分を育ててくれた、自分のア
イデンティティーが詰まった、
あの五城目町にもっと深く触れ
て欲しい、そして、その風景を
目に焼き付けて欲しいと。
今回、息子は、新しい仲間に
囲まれ素晴らしい体験をさせて
いただきました。しかし、本当
の教育留学の価値は、もっと
もっと後に、息子が五城目町と
の縁を忘れずに大人になった時
にきっと分かると思います。
いろいろな方が教育留学を利
用されているようで、心配は無
いのかもしれませんが、私のよ

うに思っている町出身の方は数
多くいらっしゃるはずです。ぜ
ひ、多くの方に五城目町との縁
を再び結び直す機会にしてもら
えれば、きっと未来へと続く素
晴らしい取り組みになると思い
ます。このたびは本当にありが
とうございました。

息子の謙さんは、「父が育った五城目
一中の授業や雪国の暮らしなどを体
験し、とても良い経験となった」と、教
育留学を振り返りました。
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部活動紹介でのひとコマ

馬場目の森山「薬師山」からの日の出




